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1. サーミスタを用いた多色温度計 

 火星着陸機に搭載することを想定した気象測

器として，多色温度計の開発が進められている．

多色温度計は，表面の放射特性が異なる複数の

温度センサで温度を測定し，測定される温度の

違いから，気温，日射量，熱放射量，風速を推定

する．竹本卒論(2021)は，温度センサにサーミス

タを使った多色温度計を作製し，基本的な動作

を確認した．本研究は，竹本卒論(2021)の多色温

度計を改良するとともに，野外で観測をおこな

って気温・日射量・熱放射量・風速の推定を試み

た． 

 

2. 多色温度計の改良 

 空気中に剥き出しの状態で置かれたセンサの

温度 𝑇 は，周囲の空気との熱交換(右辺第 1 項)，

自身が射出する熱放射による冷却(右辺第 2 項)，

周囲が射出する熱放射 𝐿 の吸収(右辺第 3 項)，日

射 𝑆 の吸収(右辺第 42)，によって決まる． 

𝐶
𝑑𝑇

𝑑𝑡
= −ℎ𝐴(𝑇 − 𝑇𝑎 ) − 𝜀𝜎𝑇4𝐴 + 𝜀𝐿𝐴 + 𝛼𝑆𝐴 + 𝑄 

ここで，𝐶 はセンサ熱容量，ℎ は熱伝達係数，𝐴

はセンサ表面積， 𝑇𝑎 は気温，𝜀 は放射率，𝜎 は

ステファン・ボルツマン定数，𝛼 は吸収率，𝑄 は

センサ発熱量，である．放射率や吸収率の値が異

なるセンサを用いて独立な熱収支の式を立てる

ことができると，測定結果から気象要素を推定

することができる．本研究では，竹本卒論(2021)

で使用した 5 色(白，黒，灰，銀，アルミ)に加え

て，新たに 5 色(金，銀，ガンメタリック，黒着

色アルミ，銅)のサーミスタを作成し，放射環境

を制御した室内実験をおこなうことで，気象要

素の推定に適した組み合わせとして，白，黒，ア

ルミ，金，の 4 つを選定した． 

 

3. 実証実験 

 多色温度計をアメダス(岡山) の隣，約 10mの

位置に設置して，2022 年 12 月 9 日から 2022

年 12 月 14 日の間に複数回観測をおこなった．

2022 年 12 月 13 日の測定結果から，もっとも

らしい気象要素が推定できるよう温度計の各パ

ラメタを調整して，気象要素を推定した結果を

図１と２に示す．気温は多少のばらつきはある

もののアメダスとほぼ同じ，日射量は太陽が雲

に隠される時刻に対応して変化することを確認

することができた． 

 

図 1：サーミスタの温度と気温 𝑇𝑎 の推定結果． 

 

図 2：日射 𝑆 と熱放射 𝐿 の推定結果．青は日射，赤

は熱放射，網掛け部分は太陽が出ていた時間帯． 


